








メサンジウム増殖がみられる紫斑病性腎炎5例と1gA腎症3例について,組織変化の軽重に

より 2群に分け,1 日の経時的の尿蛋白排泄重と蛋白分画について検討した。組織変化の重

症群では午前から午後にかけ尿蛋白排泄量が増加する傾向がみられた。その上,1日のどの

時点での採尿でも尿蛋白・クレアチニン比は 0.1 以上であった。尿蛋白の変動状況をみる

ために振幅率をみたが両群間で差はみられなかった。尿蛋白分画のうちγグロブリンの日

内変動をみたが両群間およびそれぞれの午前と午後との間で差はなかった。以上より,尿蛋

白の排泄量より安静度を決める際には日内変動を考慮に入れなければならない。また,早朝

尿より午後からの尿が組織学的重症度を判定する際には有用と思われた。 


